
昨年、君たちに答えてもらったタバコに関するアンケートの事を覚えてくれているでしょうか。その結

果によると「タバコを吸うのは、かっこ悪い」と思う人が５７％もいました。対して「タバコを吸うのは、かっ

こいい」と感じている人は５％しかいませんでした。じつは、ある会社が行ったタバコに関する意識調査

（下図）でも同じような結果になっています。 

 

この調査では、自分自身がタバコを吸っていない人で「タバコはかっこいい」と思っているのが男性

で８．０％、女性で５．２％でした。この結果は君たちの意識とほぼ同じで、ごく少数です。ところが自分

自身が喫煙者の場合は「タバコはかっこいい」と思っている人は少し多くなっています。また、「タバコ

を吸う異性に魅力を感じる」と思う人も、タバコを吸わない人より吸う人の方が多くなっています。 

 

自分自身がタバコを吸わなければ、タバコに魅力を感じないのは当然ですが、喫煙している人のな

かでも「タバコはかっこいい」と思っている人は男性で２１．７％、女性で１０．８％しかいません。と言うこ

とは喫煙者たちでさえ、その多くは「タバコはかっこいい」と思っていないのです。 

 

今から２０年以上も昔、有名な俳優がタバコを吸うテレビＣＭが数多く流れ、ドラマや映画にも喫煙

シーンは普通に登場していました。そんな時代に成人した君たちの親世代の人たちには「タバコはか

っこいい」というイメージが植え付けられた歴史がありました。しかし、現代ではタバコのＣＭは一切流

れる事はなく、喫煙シーンを見ることも少なくなりました。そのお陰で、「タバコはかっこいい」と思う人は

どんどん減っているわけです。 

 

「タバコはかっこいい」時代はタバコの歴史として残りますが、現代人のタバコに対する意識をみると、

これから将来にかけてそんな時代が来ることはないでしょう。 
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